
一人ひとりの学びの「場」を支える
みらい学園学校図書館

自ら学ぶ子・ともに学ぶ子を育て、支援する

図書館を単なる読書の場所ではなく、学びを支える教育活動の
中核として活用する

自ら求める読書活動（話し合いと欲求によるOUTPUTの読書）の
豊かな広がりを目指して

個別最適な読書活動の「質」を提供する授業展開
教科を横断する学び・カリキュラムマネジメント



「四空間のある図書館」

Inspiration（わくわく）空間

Creative（創作）の空間

Meeting（出会い）の空間

Learning（学び）の空間

時空を越えて様々な文化・知識・技術・人に出会える
わくわくの楽しい場、空間

教科横断的な視点（教科の枠だけにとどまらない教育活動の展開）には、学習基盤の3つの能力
言語能力・情報活用能力・問題発見・解決能力 が必要

その「場」として

その「場」として

１．教育課程の展開と学校図書館
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探求・学びでわく
わくする過程を楽
しみ、想像し、らせ
ん状に高めていく

インスピレーションを得て
新たなものを創造・発信



２．図書館の「場」を活用した学び〈カリキュラムマネジメントでの読書活動〉



お話を聞く→心と相談して星をぬる
→どんな心になったのかの会話をする

「NDCのうた♪」を確認し、自分が興味を
持ったＮＤＣ3・4の探検レポートをする

１年生の
Input→Output
→Outcome（次への
意欲）

図書館利用指導



「ひゃっか王からの挑戦状！」にTry！：検索した情報を整理してまとめ、新しい発見を発表して伝える

学年が上がると情報活用の内容に書誌情報も収集し、判断・表現する

４年生 情報活用力（百科事典を使いこなそう）



３年生 『あまがえるりょこうしゃ とんぼ池たんけん』に「キャッチコピー」をつけよう

多様な資料で教科書での「学び」から広げる・深める主体的な読書活動

伝えたい「わくわく・ドキドキ」にあった「ことば」を「帯のコーナー」を参考にして考え、画像と共に表現する

自分の考えを伝える



学
び
を
生
か
し
て

２年 比較して自分で選ぶ「どちらがおきにいり？」→「お気に入りの民話を見つけよう」

物語は教科書がすべてじゃない 全文を知る
三文でまとめてつたえる

気になった「昔話」を複数読んで、
「一番のお気に入りをまとめる



４年生「松井さんの不思議タクシー」map作成（協働学習）

物語は教科書がすべてじゃない ～自分の読みを広げる図書館資料の活用～
「松井さん」のタクシー話のシリーズを読んで、チームで発見した「地名」を「不思議タクシーmap」にまとめる
「松井さんのタクシーに乗ってどこに行きたいか」自分の考えを書きまとめる



自分の課題を考えるBooktalk、課題を追求するためのBooktalkとPathfinderの活用

６年「戦争」ではなく「」を BooktalkとPathfinderで自分の
テーマを「ことば」にする

自分のテーマを決め、研修旅行へ
帰校後、「紀行文」「新聞」をまとめる



４年生 「ノンフィクションで考える読書」『ヒロシマ消えた家族』『せんそうしない』

６・９年生合同発表会に参加する意味につながる

教科書教材に加えてノンフィクションを知る

６・９年生と同じ資料を見る

「ビブリオトーク」で学んだまとめた方を活用して表現する



５年生 「バリアフリーを考える」Pathfinderを活用して
自分の設定した課題にアプローチ

教科書の説明文を読み、自分でもっと調べてみたいテーマを決め、
メディアミックスで調べて、まとめる



６年生 「笑うから楽しい」CMパンフ作成～みらい学園に「笑い」をひろげよう～（協働学習）

「わらい」を協働学習で読み解く・どこをどのようにパ
ンフレットに表現するかを決める

画面構成や推しのコメントの表現方法〈文体・修辞〉など
今までの学びを生かして考える

他のチームの工夫を知り、自分たちのチームに生かす

プレゼンテーション

この作成が〈表現発表会ポスター作成〉につながる



各班の「ＣＭパンフ」をスライドショーにまとめて１～５年生に紹介・ＭｅｔａＭｏＪｉクラスボックスに配信
５年生：ビブリオバトルとして投票 ２～５年生：自分たちの「表現」に生かす １年生：楽しむ

絵本でのビブリオトークでの表現つなげる２年生スライドショーで気になった「笑い」を大階段で楽しむ１年生

ビブリオバトルとしてＣＭパンフの内容を吟味する５年生

../../教育的支援/6年/笑うから楽しい！パンフレットdemo.mp4


朝の図書館活動から教室での読書へ ～読書する力を身につける～

前期課程の時から気になっていた作者や作品、図書便りや新しい本コーナーでcheckした本、周りの口コミなどで
選書して集中して読む時間に浸る



７年生 対話を通して自分の価値観を見つめ、考えを深める（道徳）

複数の資料をつないで考え、ふだん考えていないことを深く考えてみる

テーマについて対話

「問い」に対する回答を「ことば」として表現



2025年度 6・9年生作成

〈「みらい」から「みらい」へ〉

これにつながる「想い」を新聞としてまとめる

修学旅行事前学習に

『ひめゆりの少女』を読む

９年生 「ヒロシマ」「沖縄」を訪れた私たちは

「戦争」ではなく何を「みらい」につなぐのか

修学旅行後、何を伝えるのかをまとめるために

必要な図書館資料を確認する

大階段に掲示された2026年度6・9年生作成
〈「みらい」から「みらい」へ〉

修学旅行後のBooktalkで自分の
「想い」を考えてまとめる



8年生 Pathfinder「過去の災害を知りわたしたちのみらいを守る」を活用して

課題を追求する（社会科） 教科書での学びを自分の課題として深める

メディアミックスで提供されたパスファインダーを活用する

課題を焦点化するための解説

自分の設定した課題を自分の表現方法でまとめる



「自転車の乗り方ルール」協働学習でポスター作成（保健体育科）「安全利用５則」を基に、
伝えたいことを『自転車の交通ルールがわかる』を活用してまとめる（協働学習）

駐輪場・靴箱ホールに完成ポスターを掲示

一人１冊『自転車の交通ルールが分かる本』を配布
資料から選んだ内容をチームで相談してポスターを作成



「短歌」の「ことば」を集める（国語科）自分の中の
「ことば」から視点をひろげる

図書館の「場」をShareする 大階段ビブリオトーク
発表会・テーブル席図書館資料を活用した教科学習

安易に「ことば」を集めるのではなく、既知から未知へ
と根拠となる資料を基に「ことば」を収集する

ピックアップした資料の他に
も、文学（NDC9）や言語
（NDC8）を活用する 図書館の四空間をShareすることで子ども

たちの読書活動の機会が確保される



学年の学びにつながり・広がり・たかまっていく「読書」

「正義どう解く？」「らしさどう解く？」
で対話する５年生

大階段８年生の「学びのあしあと」とつながりながら、読
み深めの方向性を知り、自分の考えを深めて表現する

４年生の学びに
生きる「考える
読書」

大階段に「学びのあしあと」を掲示

同じ本を異学年で読む→
考えが行き詰まったときの方
向性を示してくれるものがあ
る→安心して書ける

クラスの「学び」を異学年の「学び」に広げる・つなげる



読書週間 ビブリオトーク FirststageからSecondstageへ「心に残る１さつ」

考える読書として InputからOutput、Outcomeへ

考えて本を選ぶ→考えながら、対話しながら読む→考えたことを
「ことば」と「画像」で表現する

７年生 ビブリオトーク心に残る１冊 前期課程で
心に残った本を再度読んでみる

自分のペースで読み深め、今までの「ビブリオ
トーク」を生かしてまとめる



ビブリオトーク発表会〈 Outcome 〉１年生～６年生 Outcome が次のInputへ

最も伝えたいこと（心・考え）を自分の「ことば」でトークする

発表を聞く、感想を伝える・思考が広がる、読書の輪が広がる 感想を伝える

情報活用能力の一つとして
「発表原稿」作成（４年生以上）

聞き手を意識してトーク



読書週間「みらい」から「みらい」へ 6・9年生合同発表会（業間休み・昼休み）

司会：プレゼン協力者席

6年生発表

9年生発表

6年生発表

9年生発表

自由参加で１～９年生が聞きに来館した
大階段ギャラリー席

５年生感想



図書委員会 自分たちで考えた今年度のテーマ
「静かだけど、本の中で冒険中」

夏の読書週間での企画「読書クイズdeBINGO！」

委員会も活動に満足

クイズの本を探して、答えを見つけて、楽しんだ！またしたい！

地域とつながるみらい学園学校図書館

寄せられた感想より
・とても明るくて、きれいで、自分の子どもたちが通
う学校にもこんな図書館があればいいなと思います。
壁に貼られている子どもたちのおすすめの本やビブ
リオトークの内容はどれもおもしろいです。時間があ
れば、いつまでもよんでいたい。
・自分で本を読んだり、読んでもらって聞いて感想を
書く機会など、本にふれる時間、発表することをふや
してもらえるのは子どもにとって学びが大きいと思う
のでありがたいです。
・図書とパソコンでの発表の組み合わせ
など、私が小中学校で受けた授業にはな
い形式で、素晴らしいと感じました。

ふるさとみらい科と連
携して作成するたてわ
り班での読書活動
「PhotoBook作成」

クイズ作成、台紙作成、朗読準備、イラスト作成と
各作業班に分かれて準備

ティラポン



四空間のある図書館で学びを広げて

「みらい」へ
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